
技術部会
2026年第三回定例会議

2026.06.12



１．新入部会員/退会者

①新入部会員

会員番号 911 山川征夫会員
会員番号 1413  石坂直人会員
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②部会員総数
90名（6/12現在）

２．会計
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講演会見学会定例会日付
再エネ・脱炭素 NEDO 平田哲也氏
「製造分野における熱プロセスの脱炭素化

～カーボンニュートラル燃料への転換～」

ー第一回2026.3.4

国立天文台三鷹＋先端技術センター2026.4.28
立花和宏会員 「電池の昔話」ー第二回2026.5.7

JR貨物東京貨物ターミナル2026.5.25
地球温暖化/グローバル気候学
中村尚東京大学先端研 シニアリサーチフェロー
「最近の日本の猛暑・大雨の実態と要因 ─ 顕在化す
る地球温暖化と異常気象 ─」

ー第三回2026.6.12

鹿毛和哉会員ー第四回2026.8.3
佐藤和恵先生 医療懇話会講演ー第五回2026.9.11

そうまIHIグリーンエネルギーセンター
＆NanoTerasu

2026.9.24~
25
2026.10.xx

ー第六回2026.12.11

３．見学会・講演会状況
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① 4/28第一回見学会 東京天文台三鷹キャンパス
参加；技術部会員18名（定員）

② 5/25第二回見学会 JR貨物東京ターミナル駅
参加；26名（定員）技術部会員16名 部会員外10名

③第三回見学会 9月24日～25日
・仙台を中心に２か所

24日PM；そうまIHIグリーンエネルギーセンター
25日AM；NanoTerasu

④ 第四回見学会 10月or11月

見学会
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講演会

① 5/7 第二回定例会 会員番号1565 立花さん 「電池の昔話」

② 6/12 第三回定例会 （本日）

グローバル気候学 中村尚 東京大学先端研究所シニアリサーチフェロー
「最近の日本の猛暑・大雨の実態と要因 ─ 顕在化する地球温暖化と異常気象 ─」

③ 8/3 第四回定例会 会員番号1567 鹿毛さん

④ 9/11 第五回定例会 会員番号516   佐藤和恵先生
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以上
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日本貨物鉄道株式会社(JR貨物)東京貨物ターミナル駅見学会 5月25日（月）

・平和島・大田市場近傍 南北に3.6kmの⾧さがあり東京ドーム16個分の面積
・新幹線の大井車両基地（JR東海新幹線エンジニアリング株式会社）に隣接
・貸し切りバスで東京貨物ターミナル駅構内、研修センターを見学しました



日本貨物鉄道株式会社(JR貨物)東京貨物ターミナル駅見学会 5月25日（月）

8

・解説：南東京支店⾧、東京貨物ターミナル駅⾧から事業内容、希望、社内位置づけなどの説明
・日本最大級の貨物駅
全国約140カ所のコンテナ取扱駅を結ぶ鉄道ネットワークの中心

・分割民営化時、物流ネットワーク維持の観点から全国を１社のみで管轄
・国交省でもモーダルシフトのメインプレーヤーとしての期待はあるが期待

通りには発展していないとの指摘あり 改革が必要と言われている
・トラック対比のコスト競争環境整備への国の支援策が欧米並みに必要
・トラック輸送と補完しあう「モーダルコンビネーション」の取り組みを進
めている。今後「意欲ある事業者」との連携を強化していくことで貨物輸
送を進化させていく

・民営化から40年、「2030年の経営自立」を目指す

・構内見学：屋上からの全体見学ののち、バスで移動しながら構内を見学
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・研修センター見学

・運転シミュレーターによる模擬運転を経験
・機関車の検査・修繕研修部門を見学



・「水素を活用したCO2（二酸化炭素）フリーの循環型地域社会づくり」をキーワードに、カー
ボンニュートラルと循環型社会の実現に向け、再生可能エネルギーの活用と水素の製造から利用
までの技術の実証研究を進めている施設（エネルギーの地産地消）

・国県が進める福島イノベーションコースト構想に基づき、2018年4月、市とIHIが開設

そうまIHIグリーンエネルギーセンター 福島県相馬市光陽２丁目１−１ 見学時間は2時間程度

・太陽光発電からの電気を、ゴミ焼却場と下水処理場に供給。余剰電気は「熱」と「水素」に変えて貯蔵
・「熱」は、下水処理場の下水汚泥を乾燥させ、バイオマス燃料や肥料を製造。「水素」は、災害時に再
び電気に変換し使用 10



NanoTerasu（ナノテラス）は、宮城県仙台市の東北大学青葉山新キャンパス内に設置された、

世界最高水準の分析能力を持つ次世代放射光施設

・創薬・バイオ: タンパク質の構造解析、病気の原因解明

・材料開発: 次世代蓄電池、低燃費タイヤ、高性能磁石の開発

・食品・化粧品: 食品のおいしさのメカニズム解明、肌への浸透性が高い化粧品の研究

相談したところ、一般見学とは別に特別見学も

受け入れてもらえるとのこと

見学ホールでの一般的見学に加え、実験ホール

もご案内していただけるとのこと

NanoTerasu 宮城県仙台市青葉区荒巻青葉４６８−１ ナノテラス 見学時間 1.5時間～2時間
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見学会・講演会の科学・技術領域

講演会見学会科学・技術領域
5月 JR貨物東京貨物ターミナル１．国内物流

6月 地球温暖化
中村尚先端研シニアリサーチフェロー２．気候変動
3月 再エネ・脱炭素
NEDO平田マネージャー

9月 そうまIHIグリーンエネルギーセンター３．カーボンニュートラル

9月 Nano-Terasu ４．量子技術
（経産懇6月）大場浩正さん

海外鉱物資源開発社⾧
候補
産総研/５．重要鉱物
4月 国立天文台三鷹＋先端技術センター

６．他 候補 JAEA原子力研究開発機構(J-PARC併設）
候補 JAXA筑波/X-NIHONBASHI

・個人では見られないような技術見学、聞けないような技術講演をなるべく数多く実施したい

・「技術」「科学」領域 ５つの注目テーマ＋他を選択

可能なものは技術部会以外からも応募可とする（技術部会優先） 赤字決定済
太字打診済
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•経歴: 東京大学理学部卒業後、ワシントン大学で博士号を取得。プリンストン大学客員研究員、東京大学大学
院理学系研究科教授などを経て、2011年より東京大学先端科学技術研究センター（先端研）教授

•現在の主な役職:
•東京大学 先端科学技術研究センター シニアリサーチフェロー
•気象庁 異常気象分析検討会 会長
•国立研究開発法人海洋研究開発機構（JAMSTEC） 招聘上席研究員

研究分野・功績
•専門: 気象学、気候力学、大気海洋相互作用。
•主な功績: 中緯度の大気循環と海洋の能動的な役割に関する研究を主導し、「気候系のHot Spot」プロジェク
トなどを推進

受賞:

•2020年度に日本気象学会の「藤原賞」を受賞 日本地球惑星科学連合（JpGU）フェローにも選出
・異常気象の要因分析において日本を代表する専門家の一人 メディアを通じた情報発信も積極的

中村尚（なかむら ひさし）

気候変動や大気海洋相互作用を専門とする気象学者

東京大学名誉教授および先端科学技術研究センターのシニアリサーチフェロー（特任研究員）
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